
 次の質問に移ります。 

 働きやすい職場づくりについて質

問いたします。 

 昨年も質問させていただきました

けれども、そのときの御答弁も踏ま

えて質問をさせていただきます。 

 まず、令和７年度の定年前退職者

数についてお伺いします。 

 昨年の答弁では、定年前退職者数

は、令和２年度14人、令和３年度

13人、令和４年度13人、令和５年度

27人、令和６年度33人と伺いまし

た。令和７年度の定年前退職者数を

年代別に教えてください。 

 退職の理由について、昨年の御答

弁では、若手は転職、40代以上は家

庭の事情が多いとのことでした。

40代以上は、本来行政の中核を担う

層です。40代以上が退職する背景に

共通した土台や傾向はあるのか、分

析は行っているのか、また必要な対

策があると認識しているのか、そし

て今後どのように対策をしていくの

か伺います。 

 次に、令和８年４月異動で、配属

経験のない部署で課長に就任した職

員の人数と割合を伺います。 

 その上で、なぜそのような配置を

行っているのか、どのような考え方

に基づくものなのか説明を求めま

す。 

 最後に、特定事業主行動計画につ

いて、本計画は今年３月に改定され

ました。昨年、私は子育てや介護が

退職の原因になっているというのな

らば、計画が現状に即していないの

ではないかと質問いたしましたが、

その点を中心にどのような改定が行

われたのか伺います。 

○議長（藤田誠一） 答弁を求めま

す。藤田総務部長。 

○総務部長（藤田和久）（登壇） 

働きやすい職場づくりについてお答

えいたします。 

 まず、令和７年度の定年前退職者

数につきましては、61歳が１人、

60歳が２人、59歳以下の退職者のう

ち、50代８人、40代１人、30代１人

の合計13人となっております。 

 次に、40代以上の職員の退職要因

の分析と対策についてでございま

す。 

 令和７年度の退職の理由といたし

ましては、転職など本人のキャリア

デザインを理由としたものや病気等

の体調によるものなど、それぞれそ

の理由は異なっており、共通した土

台や傾向を見いだすことが困難でご

ざいますが、40代以上の職員の退職

は、業務継続の観点からも重要な課

題であり、職員の人生設計の中で仕

事の位置づけを考えてもらうなど、

早期の段階で退職以外の選択肢を検

討できるようサポートしてまいりま

す。 

 次に、配属経験のない部署で課長

に就任した職員の人数と割合につい

てでございます。 

 令和８年度に異動した課長職24人

のうち、これまで配属経験なしは

11人で45.8％となっております。 

 課長職には、実務の専門性以上に

組織目標達成のためのマネジメント

力や部下からの意見をまとめ、組織

として正しい判断や外部との調整役

を担うことが求められており、この

ような能力に応じた適材適所の配置

を行っております。 

 次に、特定事業主行動計画の改定

内容についてでございます。 

 主な改定内容といたしましては、

男性の育児参加をより一層推進する

ため、新たに男性の育児休業取得率

の目標値を設定し、また女性が働き



やすい職場環境を整備するため、女

性の健康上の特性への配慮に関する

規定を加えたことなどで、今後とも

本計画に基づき、働きやすい職場づ

くりに努めてまいります。 

○議長（藤田誠一） 片平恵美議

員。 

○８番（片平恵美）（登壇） 令和

７年度の定年前退職者数が、若いと

ころでは一定抑えられているけれど

も、ベテラン年代になるとぐっと多

いという割合になっているというこ

とで、大変びっくりしておりますけ

れども、今40代以上の退職っていう

のが、業務の面であるとか、市にと

ってすごく大事な方たちだという認

識は示されたと思うんですけれど

も、何かちょっと危機感がまだ感じ

られないような感じがするんですけ

れども、この40代以上の退職が続い

ているということに危機感を持って

おられますか、市長。 

○議長（藤田誠一） 答弁を求めま

す。藤田総務部長。 

○総務部長（藤田和久）（登壇） 

片平議員さんの御質問にお答えいた

します。 

 40代以上の退職の状況に危機感を

持っているかということでございま

すが、40代以上の職員の退職が増加

している状況は、これは幹部職員と

して市政の中心となってもらう人材

が不足することや専門的知識や経験

が失われるだけでなく、若手職員へ

の知識の継承であるとか、人材育成

にも支障を来す可能性があり、大変

強い危機感を持っております。 

○議長（藤田誠一） 片平恵美議

員。 

○８番（片平恵美）（登壇） 総務

部長は、大変強い危機感を持ってお

られるということはよく分かりまし

た。 

 市長の御意見が分からないんです

けれども、結局、本当に危機感を持

ってるんだったら、本気で対策しな

くちゃいけないというふうになって

いくと思うんですよね。それで、離

職防止策、これを講じる必要性とい

うものはどのようにお考えでしょう

か。辞めたいなとか辞めようかなと

思うことがありますかっていう無記

名のアンケートを取るとか、理由と

か原因とか改善案などを無記名のア

ンケートで聞くとか、または現場の

意見を酌み上げる工夫とか努力と

か、今多分課長さんたちから間接的

に話を聞いているとか、部長から聞

いているという形だと思うんですけ

ども、それが最善なのか、工夫しな

いのか、こういうところだと思うん

ですよね。これについての考えを教

えてください。 

○議長（藤田誠一） 答弁を求めま

す。藤田総務部長。 

○総務部長（藤田和久）（登壇） 

片平議員さんの御質問にお答えいた

します。 

 離職防止策についてでございます

が、離職防止策というのは、極めて

重要な課題であるということは認識

しております。 

 先ほどアンケート調査とかという

こともあったんですが、退職の意

向、退職の意思を持つ、思いを持つ

職員を早期発見することが重要であ

ると。それから、面談を重ねること

によって、退職という選択肢をでき

る限り改善することや、またライフ

プランセミナーなどで職員の人生設

計における仕事の位置づけを考えて

もらう、そういった機会を創出する

など、様々な離職防止策を講じてま

いりたいと考えております。 



○議長（藤田誠一） 片平恵美議

員。 

○８番（片平恵美）（登壇） すみ

ません、あと一点だけお願いしま

す。 

 配属経験のない部署で課長に就任

された方というのは４割おられる

と。今回の異動で替わった方のうち

の４割が配属経験のない部署への異

動だったということですけれども、

マネジメント能力があればどこに行

っても大丈夫ということではないと

思うんですよね。専門性が必要な課

所もありますし、部下が相談したと

きに、いいよ、いいよって言われて

も、本当に分かって言ってるのかな

という不安を部下が持ったりという

こともあるかもしれません。専門性

の不足を補う仕組みをつくっておら

れるんだったら教えていただきたい

というふうに思います。 

 また、そういう配置によって現場

に負担や混乱が生じたケースはない

でしょうか、ここも確認させてくだ

さい。 

○議長（藤田誠一） 答弁を求めま

す。藤田総務部長。 

○総務部長（藤田和久）（登壇） 

片平議員さんの御質問にお答えいた

します。 

 配属経験のない部署への課長登用

の関係だったと思います。 

 課長職の人事異動につきまして

は、先ほども答弁させていただきま

したが、実務の専門性以上に組織全

体を見渡すマネジメント能力を重視

しております。また、専門性の高い

分野、部署では、その課に経験豊富

な管理職を配置するなど、業務の質

を維持するための人員体制について

も十分留意しているところでござい

ます。 

 また、配属経験のない部署での課

長登用によって、現場に負担や混乱

が生じたようなケースはないと認識

をしております。 

○議長（藤田誠一） 片平恵美議

員。 

○８番（片平恵美）（登壇） 現場

の声をよく聞いて進めていただきた

いと思います。 

 


